
○
ポ
リ
オ
と
は　

一
般
的
に
「
小
児

ま
ひ
」
と
呼
ば
れ
、
手
足
の
麻
痺

が
現
れ
る
病
気
で
す
。

○
受
け
方　

１
回
の
服
用
で
は
十
分

な
免
疫
が
得
ら
れ
ま
せ
ん
。
必
ず

６
週
間
以
上
の
間
隔
を
あ
け
て
、

２
回
服
用
し
て
く
だ
さ
い
。

○
持
参
品

•
母
子
健
康
手
帳
（
忘
れ
る
と
接
種

が
で
き
ま
せ
ん
）

•
予
診
票
（
な
い
場
合
は
、
接
種
前

日
ま
で
に
母
子
健
康
手
帳
を
持
参

し
て
、
市
役
所
ま
た
は
各
総
合
支

所
で
受
け
取
っ
て
く
だ
さ
い
）

○
そ
の
他
の
注
意

•
下
痢
が
ひ
ど
い
と
ワ
ク
チ
ン
の
効

果
が
弱
ま
る
の
で
延
期
し
ま
し
ょ

う
。

•
冊
子
「
予
防
接
種
と
子
ど
も
の
健

康
」
を
よ
く
読
み
、
理
解
し
た
上

で
受
け
ま
し
ょ
う
。

•
予
防
接
種
を
受
け
た
後
30
分
間

は
、
急
な
副
反
応
が
起
こ
る
こ
と

が
あ
る
の
で
、
会
場
で
観
察
を
お

願
い
し
ま
す
。

•
ポ
リ
オ
予
防
接
種
後
か
ら
他
の
予

防
接
種
ま
で
は
、
必
ず
４
週
間
以

上
あ
け
て
く
だ
さ
い
。

•
Ｂ
Ｃ
Ｇ
予
防
接
種
は
対
象
年
齢
が

「
生
後
６
カ
月
未
満
」
に
定
め
ら

れ
て
い
ま
す
。
先
に
Ｂ
Ｃ
Ｇ
接
種

を
済
ま
せ
て
か
ら
、
他
の
予
防
接

種
を
受
け
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま

す
。

●
会　

場　

菊
池
市
文
化
会
館

●
受
付
時
間

　

午
後
１
時
30
分
〜
午
後
２
時

問
い
合
わ
せ
先

　

健
康
推
進
課
健
康
推
進
係

　

こ
れ
ま
で
集
団
で
実
施
し
て
い
た

Ｂ
Ｃ
Ｇ
予
防
接
種
は
、
平
成
20
年
４

月
１
日
か
ら
医
療
機
関
で
の
個
別
接

種
に
変
わ
り
ま
し
た
。

　

乳
幼
児
は
結
核
に
対
す
る
抵
抗
力

が
弱
い
た
め
、
結
核
性
髄
膜
炎
に

な
っ
た
り
重
い
後
遺
症
を
残
す
可
能

性
も
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
結
核

の
発
病
を
防
止
し
、
重
症
化
を
防
ぐ

た
め
に
は
早
期
に
Ｂ
Ｃ
Ｇ
接
種
を
す

る
こ
と
が
必
要
で
す
。

対
象
者
・
受
け
方　

生
後
３
カ
月
〜

６
カ
月
未
満
ま
で
に
１
回
受
け
る
。

実
施
場
所

　

市
が
契
約
す
る
医
療
機
関

※
４
月
に
配
布
し
て
い
る
「
健
康
づ

く
り
カ
レ
ン
ダ
ー
」
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

そ
の
他　

予
診
票
は
、
生
後
３
カ
月

頃
に
送
付
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

　

健
康
推
進
課
健
康
推
進
係

○
８
ペ
ー
ジ
「
平
成
20
年
度　

個
別

予
防
接
種
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

る
市
内
の
医
療
機
関
一
覧
表
」
の

下
か
ら
３
段
目
、「
郷
胃
腸
科
内

科
ク
リ
ニ
ッ
ク
」
の
接
種
日
・
時

間
（
変
更
前
）

　
　
　

月
・
火
・
木
・
金

　
　
　

13:

30
〜
17:

00

　
　
　
　
　
　
　
　

←

（
変
更
後
）

　
　
　

月
・
火
・
水
・
金

　
　
　

14:

00
〜
17:

00

●
す
く
す
く
ク
ラ
ブ
「
バ
ス
遠
足
」

と　

き　

５
月
13
日
（
火
）

　
　
　
　

午
前
10
時
〜

集
合
場
所

　

菊
池
市
西
部
市
民
セ
ン
タ
ー

（
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
で
移
動
し
ま
す
）

目
的
地　

城
山
公
園

（
お
や
つ
・
お
弁
当
・
水
筒
な
ど
持

参
し
て
く
だ
さ
い
）

対　

象　

市
内
在
住
の

幼
児
と
保
護
者　

定　

員　

親
子
で
15
組

申
し
込
み
方
法　

５
月
９
日
（
金
）

ま
で
に
児
童
セ
ン
タ
ー
ま
で
申
し
込

ん
で
く
だ
さ
い
。

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
ら
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

　

菊
池
市
児
童
セ
ン
タ
ー

　

☎
（
24
）
３
４
７
２

「菊池市高齢者地域
 見守りネットワーク」

を設立しました

再
発
の
予
防
や
適
切
な
環
境
整
備
を

す
る
こ
と
で
進
行
を
防
ぐ
こ
と
も
で

き
ま
す
。

　

認
知
症
の
診
断
は
初
期
ほ
ど
難
し

く
、
検
査
や
専
門
医
に
よ
る
診
察
は

不
可
欠
で
す
。

　

軽
症
の
う
ち
か
ら
専
門
医
（
精
神

科
）
と
の
関
係
を
持
っ
て
お
く
と
、

病
気
の
進
行
し
て
い
く
予
測
や
対
応

の
仕
方
、
必
要
な
サ
ー
ビ
ス
の
ア

ド
バ
イ
ス
な
ど
情
報
を
得
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
認
知
症
の
人
だ
け
で
な

く
、
介
護
す
る
人
に
と
っ
て
も
早
期

受
診
・
早
期
治
療
は
重
要
で
す
。

問
い
合
わ
せ
先

　

生
き
が
い
推
進
課
包
括
支
援
係

　

マ
ッ
ト
編
と
同
じ
よ
う
に
、
１
つ

の
体
操
は
10
秒
間
を
２
回
行
い
ま
す
。

必
ず
大
き
な
声
で
数
え
ま
す
。
自
分

の
体
調
に
合
わ
せ
て
無
理
を
し
な
い

範
囲
で
行
い
ま
す
。
ま
た
、
動
い
て

い
る
（
伸
ば
し
て
い
る
）
筋
肉
を
意

識
し
て
行
い
ま
す
。

き
く
筋　

も
も
の
裏
の
筋
肉
・
ふ
く

ら
は
ぎ
の
筋
肉
・
背
中
の
筋
肉

効　

果

○
足
の
後
ろ
側
の
筋
肉
が
伸
ば
さ
れ

ま
す
。

○
膝
痛
・
腰
痛
の
予
防
と
軽
減
に
つ

な
が
り
ま
す
。

○
歩
行
時
、
つ
ま
づ
き
に
く
く
な
り

ま
す
。

注
意
点

○
曲
げ
て
い
る
足
は
床
に
し
っ
か
り

つ
け
、
倒
れ
な
い
よ
う
に
体
を
支

え
ま
す
。

○
伸
ば
し
て
い
る
足
が
曲
が
ら
な
い

よ
う
に
気
を
つ
け
ま
す
。

○
椅
子
か
ら
落
ち
な
い
よ
う
に
気
を

つ
け
ま
す
。

※
「
長
寿
き
く
ち
ゃ
ん
体
操
指
導
者

マ
ニ
ュ
ア
ル
」
よ
り
抜
粋

※
こ
の
体
操
は
、
筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
を
す
る
前
の
準
備
運
動
で
す
。

ゆ
っ
く
り
無
理
し
な
い
範
囲
で
必

ず
行
い
ま
し
ょ
う
。

※
椅
子
に
不
安
が
あ
る
場
合
は
、
ペ

ア
（
２
人
組
）
を
つ
く
り
、
片
方

が
椅
子
を
押
さ
え
る
な
ど
し
て
交

互
に
行
う
と
良
い
で
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
先

　

生
き
が
い
推
進
課
包
括
支
援
係

認
知
症
の
診
断
・
治
療

　

認
知
症
は
ど
う
せ
治
ら
な
い
病
気

だ
か
ら
病
院
に
行
っ
て
も
仕
方
が
な

い
と
思
っ
て
い
ま
せ
ん
か
。
認
知
症

も
他
の
病
気
と
同
じ
よ
う
に
、
早
期

受
診
・
早
期
診
断
・
早
期
治
療
が
非

常
に
重
要
で
す
。

　

認
知
症
の
原
因
と
な
る
病
気
は
、

70
種
類
以
上
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
中

に
は
治
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。
正
常

圧
水す
い

頭と
う

症し
ょ
う（
頭
の
中
に
髄ず
い

液え
き

が
溜
ま

り
脳
を
圧
迫
す
る
病
気
）
や
慢ま

ん

性せ
い

硬こ
う

膜ま
く

下か

血け
っ

腫し
ゅ

（
頭
の
中
に
じ
わ
じ
わ
と

出
血
し
、
脳
を
圧
迫
す
る
病
気
）
な

ど
の
場
合
は
、
外
科
的
な
処
置
で
良

く
な
る
場

合
が
あ
り

ま
す
。

　

ま
た
、

甲
状
腺
ホ

ル
モ
ン
の

異
常
で
認

知
症
の
症
状
が
で
て
い
る
場
合
は
、

内
科
的
な
治
療
で
改
善
し
て
い
き
ま

す
。
薬
の
不
適
切
な
使
用
が
認
知
症

の
症
状
を
起
こ
す
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
態
の
ま
ま
長
期
間

放
置
す
る
と
、
脳
の
細
胞
が
死
ん
で

回
復
が
不
可
能
な
状
態
に
な
る
こ
と

が
あ
る
た
め
、
１
日
も
早
く
受
診
す

る
こ
と
が
重
要
で
す
。

　

治
ら
な
い
認
知
症
の
ひ
と
つ
で
あ

る
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病
も
研
究
が
進

ん
で
お
り
、
現
在
で
は
、
薬
で
あ
る

程
度
進
行
を
抑
え
る
こ
と
が
で
き
、

早
く
使
い
始
め
る
と
良
い
状
態
を
長

く
維
持
す
る
こ
と
が
可
能
で
す
。
ま

た
早
期
受
診
に
よ
り
、
少
し
ず
つ
病

気
の
理
解
を
深
め
て
い
く
こ
と
が
で

き
、
生
活
上
の
支
障
を
軽
減
し
た
り
、

そ
の
後
の
ト
ラ
ブ
ル
を
減
ら
す
こ
と

可
能
で
す
。
そ
し
て
、
障
が
い
が
軽

い
う
ち
に
こ
れ
か
ら
の
自
分
の
生
き

方
を
決
め
て
お
く
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　

脳
血
管
性
認
知
症
で
は
、
脳
血
管

の
病
気
の
再
発
や
環
境
の
変
化
な
ど

大
き
な
ス
ト
レ
ス
に
よ
っ
て
症
状
が

急
激
に
進
行
す
る
こ
と
が
多
い
た
め
、

おしらせ
INFORMATION

おしらせ
INFORMATION

おしらせ
INFORMATION

と　き　5月 22日（木）
午前 9時 30分～午前 11時、
正午～午後 4時
ところ　菊池市役所正面玄関前
内　容　400ml 献血
　現在、400ml 献血の需要が大変大
きくなっています。また、薬を飲んで
いる人でも、献血をお願いできる場合
もあります。皆さんの温かいご協力を
お願いします。
　献血の安全性向上のため、運転免許
証などの身分証明証による本人確認を
お願いしています。また、献血カード
を持っている人は、一緒に持参してく
ださい。
問い合わせ先
　健康推進課健康推進係

献血のご協力を
お願いします

ポ
リ
オ
の
集
団
予
防
接
種

児
童
セ
ン
タ
ー
に
遊
び
に

来
ま
せ
ん
か

Ｂ
Ｃ
Ｇ
予
防
接
種
が
個
別
接

種
に
変
わ
り
ま
し
た
！

実施日 対象地区 対象者

5月15日（木）菊池地区
実施日に生
後３カ月～
90カ月未満
（7歳 6カ月
未満）の乳
幼児

5月20日（火）泗水地区

5月30日（金）七城地区

6月 3 日（火）旭志地区

※混雑が予想されるので、対象地区を
決めています。都合の悪い人は、他
の地区でも受けることができます。

 

シ
リ
ー
ズ
⑰  

さ
あ
、
始
め
よ
う
！

長
寿
き
く
ち
ゃ
ん
体
操
シ
リ
ー
ズ
⑳

〜
椅
子
編
〜

準
備
運
動（
足
の
後
ろ
が
わ
）

こ
ん
に
ち
は  

「
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
」で
す

認
知
症
を
理
解
す
る
④

片
足
を
体
の
正
面
に
ま
っ
す
ぐ
伸
ば
し
、
つ
ま

先
を
自
分
の
方
に
向
け
、
お
へ
そ
を
前
に
出
す

よ
う
に
体
を
倒
し
ま
す
。

4
月
に
配
布
し
た「
平
成
20
年

度
健
康
づ
く
り
カ
レ
ン
ダ
ー
」

に
一
部
変
更
が
あ
り
ま
し
た

　菊池市では、高齢者が住みなれた地域で安心して
暮せるよう、市民の皆さんや市内の医療・介護・福
祉・商工業・公共団体などが連携した、地域ぐるみ
の「菊池市高齢者地域見守りネットワーク」を設立
しました。
　2月 8日に文化会館で発足式を行い、菊池市など
の約 60団体から推薦された委員の皆さん約 90人
が出席しました。今後は、市内の高齢者を日常の業
務の中で見守っていただきます。
■「高齢者地域見守りネットワーク」の活動
□高齢者の虐待防止・早期発見
□認知症高齢者に対する支援
□悪質商法の被害や金融トラブルの解決に向けて
の支援
□その他、高齢者の抱える問題に対しての支援
●例えば、高齢者が
○家族から怒鳴りつけられる声が聞こえる
○アザやコブができている
○長期間風呂に入っていない様子が見られる
○頻繁に近所をふらふら歩いている
○金融トラブルや悪質商法の被害にあっていると
思われる

　このようなことに気付いたらネットワーク事務局
の地域包括支援センター（菊池市役所内）に連絡し
てください。その後、医療・介護・福祉につないで
高齢者やその家族を支援していきます。また、情報
提供者や関係者などへのプライバシーの保護に努め
ますが、心配な人は匿名での相談でも結構です。
　また、ネットワークに協力していただける機関・
団体などを随時受け付けています。皆さんのご理解
とご協力をよろしくお願いします。
問い合わせ先　生きがい推進課包括支援係

　月：うおの目

　火：妊娠と痔

　水：多重人格

　木：どうする？埋まっている親知らず

　金：子どもの肘（ひじ）がぬけたら
　　　（肘内障［ちゅうないしょう］）

土日：ヒブってなぁに？
　　　（ヒブ感染症とワクチン）

 5月の　　　　　　健康情報
☎096（385）3300 （24時間）
モシモシモシモシモシモシ

地域包括
支援センター
では

16｜広報きくち｜2008 MAY

INFORMATIONおしらせ

17 広報きくち｜2008 MAY｜

INFORMATIONおしらせ


